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 副 会 長  小 田 光 莉（１A） 

   〃    斉 藤   鈴（２Ｂ） 

執行委員  長 川 昌 樹（１Ｂ） 

   〃    鈴 間 紀 利（２Ａ） 

   〃    太内田 智 宜（２Ｂ） 

 会  計  森 澤 ひより （１Ｂ） 

   〃    萬 谷 愛唯梨（２Ｂ） 

 

 平成 30年 8月から １年間の任期を務める生徒会役員選挙が行われました。以下の新役員が選出され、７月 26日に 

役員認証式が行われました。 大野高校の生徒会活動の充実のために精一杯頑張ります。どうぞよろしくお願いします。 

会計監査  下 平   駿（１Ａ） 

 〃    工 藤 就 継（２A） 

応援団長  向明戸   聖（２Ｂ） 

副 団 長  萬 谷 和 己（１A） 

 〃    菖蒲澤 慶 弥（２A） 

７月 26日、東京から「東京大野つばさ会」の会長 福島義雄様、 

副会長 上森恵美子様が来校し、「大野高校学力強化支援金」の交

付式が行われました。これまで、東京大野つばさ会様から、本校の

ために５年間にわたり、多額の振興支援金を頂いてまいりましたが、

今年度も、引き続き本校生徒の学力強化のために、支援金を頂くこ

ととなりました。つばさ会の皆様には心より感謝申し上げます。    

将来、この地域を支え、活躍する人材育成を図り、生徒の学力向

上のために、有効に使わせていただきます。 

本当にありがとうございました。 

 生徒会長  遠 藤 綾 聖（２Ｂ） 

 

７月 18 日、１年生の総合学習として、また県教育委員会の「いわて地域担い手育成支援事業」の一環として、くずまき

高原牧場訪問を実施しました。この事業は、地域振興の現状と取組を学び、郷土の特色ある産業・文化について興味・関

心を持たせること、そして、地域の活性化や防災に貢献できる人材を育成することを目的としています。 

今回、葛巻町長 鈴木重男様から「夢しか実現するものはない」という演題でご講演頂いたほか、葛巻町職員の方から

「くずまき高原牧場を中心とした葛巻の町づくり」について説明を受けるなど、沢山のことを学んできました。 

久慈消防署 

 夏休み中の８月１日～10日、２年生全員がインターンシップに参加しました。 

管内各企業のご協力のもと、就業体験したり、職場の方のお話を聞くことがで

きて、将来の職業観を身につけるとともに、進路選択に繋がる大変 

貴重な経験をしました。 

沢菊 ローゼット 
種市病院 

久慈保育園 

参加生徒の感想 

○「じんざい」 という言葉には、５つの漢字があり、誰からも必要とされ、与えら

れたこと以上のことができる「人財」にみんなになって欲しいというお話が 

とても心に残っています。      （２A 小村 知佳） 

○３日間のインターンシップを通して、思ったよりも社会人としてのスキルがつ

いていないと実感したので、これからの学校生活で磨いていきたいと思った。 

                  （２B 米内 直矢） 

○第３セクターを活用した産業振興や交流人口の拡大、新エネルギーの導入など資

源を最大限に活かした取組をしているところや町民にとっても住みやすい町を考え

ていて、すばらしい町づくりをしていると思いました。 （１A 女子） 

○今回の訪問で、私達も大野の伝統工芸やイベントについて考え、喜んでまた来た

い、と思ってもらえるような町をつくっていきたいと感じた。町長さんがお話されて

いたように、先を見据えて果敢に挑戦していきたいです。 （１Ｂ 女子） 

 

参加生徒の感想 
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大野高校通信 

●生徒会執行部 新体制スタート！    

●東京大野つばさ会「学力強化支援金」贈呈式   

●１学年 くずまき高原牧場訪問   

●２学年 インターンシップ(職場体験)   



 7 月 28 日(土)、平成 30 年度同窓会総会（同窓生の集

い）がグリーンヒルおおの にて開催されました。 

皆様のご理解とご協力をいただきまして、当日の参加者

は、役員・同窓生・教職員合わせて約 30名となりました。 

懇親会では、在学当時を懐かしむお話や今後の大野高校

に期待するお話などで大いに盛り上がり、楽しいひとときを

過ごしました。ありがとうございました。 

（感想 塩倉 早紀） 

宗教への信仰心が強く、食事前のお祈りの儀式など独特な習慣に 

驚いたところもあったが、生活様式、食文化など、日本との違いを肌で感じることができてよかった。 

今回の派遣は、大変有意義で貴重な経験をさせていただいた。また機会があったら、是非外国を訪れたい。 

◆期  日 平成 30年７月 25日～８月２日 

◆派 遣 先 オーストラリア シドニー 

◆派遣生徒 ２年Ａ組 塩倉 早紀 
（他 種市高１名、町内中学校６名）  

シドニー市内研修 

ホストスクール 

ホームステイ先ご家族と 

８月６日～９日、「2018 高校生ナガサキ平和の旅」に本校から、２名の生徒（２Ａ 大芦 弥生・２Ｂ 萬谷 愛唯梨）   

が参加しました。平和大使発祥の地、長崎で戦争の被爆体験を聞いたり、様々なイベントに参加してきました。出発前に

盛岡市で、そして長崎市では全国の高校生とともに、核根絶のための「高校生一万人署名活動」も行いました。 

 
（感想 大芦 弥生） 署名活動では、長崎ではほとんどの

方が署名してくれたが、岩手ではなかなか協力してもらえず

残念だった。平和や核根絶に対する意識を高めてもらうため

に今後大野でも署名など取組みを進め、発信していきたい。 

（感想 萬谷 愛唯梨） 実際に被爆地

である長崎県を訪れて、戦争の恐ろし

さ、悲惨さを自分の肌で感じることがで

きた。これからも平和な世界をつくってい

くために「微力だけど無力じゃない」とい

う言葉をスローガンに活動していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

      

  

                       

                        

  

 

 

 

 

 

 

 

 

●部活動報告   

～同窓会総会（同窓生の集い）が開催されました～ 

●洋野町青少年海外派遣事業 参加報告   

 

 たくさんの 

 ご参加 

ありがとう 

ございました！ 

ナニャドヤラ大会   

北  

奥   
羽   

街頭流し踊りに今年も１年生が参加しました。今年で

21回目の参加となります。２･３年生は、ボランティアスタ

ッフや、踊り手、笛、太鼓などで多数参加しました。 

また鳴雷神社例大祭神輿渡御への奉仕として、延べ

45名の生徒が御神輿を担いで練り歩きました。 

～大野高校生は、これからも地域を支え、盛り上げていきます！～ 

●2018 高校生ナガサキ平和の旅 参加報告   

■卓 球    
東北総体兼国体予選会 （8/24-26気仙沼市） 
※ ３Ｂ岡掘 碧が岩手県少年女子選手として出場。 

総当りリーグ戦 岩手 ５敗 
 
■ソフトテニス 
県新人大会久慈地区予選 （8/23-24）野田村 
（男子）団体５位  県大会は全チーム出場 
（女子）団体４位      〃 
    個人戦は男女とも予選通過ならず。 
※ 新人県大会は、9/28～北上市にて開催。 

 ■バスケットボール 
県選抜大会地区予選 （8/25-26久慈市） 

（男子）総当りリーグ戦 ３戦全勝 地区１位通過 
（女子）※種市と合同   総当りリーグ戦 ２敗 

   ※選抜県大会は、10/26～花巻市で開催。 


